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コロナ放電は昔から知られていましたが，最近急に

問題が出てきました．その理由は，電子技術の進化と

省エネルギー化の要求によって，インバータ回路が急

速に普及したことと関係があります．

直流電圧や50/60 Hzであってもコロナ放電は出て

いますが，1サイクル当たり数ピコ・クーロンという

小さなエネルギーであるため劣化は無視できました．

50 Hzに対してスイッチング周波数50 kHzでは

1000倍の放電エネルギーが消費されることになります．

分かりやすく言い換えれば，50 Hzで使用したとき

100年の寿命がある部品を，50 kHzで同じ電圧で使用

した場合には，1か月の寿命しかない計算になります．

● インバータを使った製品には，コロナ放電が潜ん

でいる

「コロナ」という言葉は親しみやすくよく耳にする

言葉ですが，コロナ放電となると，電子技術者であっ
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